
カ
ン
ト
に
於
け
る
様
相
の
問
題

（ ）

1
余
語
、
東
洋
的
反
省
－

有

福

孝

岳

947

一、

?
　
人
間
的
認
識
（
比
量
知
）

　
小
論
の
意
図
は
、
そ
も
そ
も
比
量
的
分
別
知
に
と
っ
て
何
故
に
二
つ
の
異
質
的
対
立
項
、
神
と
人
、
概
念
と
対
象
、
可
能
と
現
実
、
理

論
と
実
践
、
存
在
と
当
為
、
感
性
と
悟
性
、
精
神
と
身
体
、
思
惟
と
存
在
等
々
の
津
別
が
嵐
現
し
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
課
題

を
、
主
に
カ
ン
ト
の
「
様
相
」
の
判
断
、
範
躊
、
原
則
、
の
叙
述
に
即
し
て
追
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
ず
そ
の
為
に
「
様
相
、
様
態
」

そ
れ
自
身
の
有
す
る
特
殊
性
を
明
か
に
し
（
二
）
、
そ
れ
は
「
で
有
る
」
或
い
は
「
が
有
る
」
と
語
ら
れ
る
「
有
」
の
問
題
に
他
な
ら
ぬ

が
故
に
、
次
に
「
有
」
と
は
何
で
あ
る
か
を
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
所
論
を
参
考
に
し
つ
つ
、
究
明
す
る
（
三
）
。
更
に
有
に
於
て
現
成
し
て

い
る
主
語
・
述
語
の
「
綜
合
的
統
＝
の
問
題
を
構
想
力
と
の
連
関
に
於
て
把
え
（
四
・
豆
）
、
主
観
・
客
観
の
「
相
関
」
を
「
超
越
論

的
紺
象
し
の
「
有
」
と
し
て
示
し
（
四
・
豆
）
、
こ
れ
ら
一
切
を
綜
合
統
一
す
る
可
能
根
拠
、
一
に
す
る
一
そ
の
も
の
の
働
き
と
し
て
の

「
超
越
論
的
統
覚
」
の
有
を
究
明
す
る
（
五
）
。
最
後
に
非
西
洋
的
西
洋
思
考
と
し
て
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
有
と
思
惟
」
を
め
ぐ
る
問

題
究
明
と
、
仏
教
的
「
物
心
一
如
」
の
立
場
に
些
か
関
記
す
る
も
の
で
あ
る
（
六
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
シ
ェ
リ
ン
グ
の
疑
う
所
に
従
え
ば
、
「
か
く
も
少
い
紙
上
に
、
か
く
も
多
く
の
深
遠
な
る
思
索
が
押
し
込
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
こ
ろ
の
「
判
断
力
批
判
」
の
第
七
十
六
節
に
於
て
カ
ン
ト
は
、
人
間
的
憾
性
に
と
っ
て
物
の
「
可
能
性
」
と
「
現
実
性
」
を
区
別
す
る

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
様
魍
の
問
題
　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
　
二
七
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．
　
二
八

こ
と
は
不
可
避
的
に
必
然
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
「
主
体
の
内
に
、
そ
の
認
識
能
力
の
本
性
の
内
に
横
た
わ
っ
て
い
る
」

と
言
う
。
即
ち
、
単
な
る
「
可
能
的
な
る
も
の
」
を
「
現
実
的
な
る
も
の
」
か
ら
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
前
考
は
単
に
物
の
表
象

を
吾
々
の
概
念
及
び
一
般
に
思
惟
す
る
能
力
に
関
係
的
に
措
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
後
歌
は
併
し
物
を
そ
れ
膚
身
に
総
て
（
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

概
念
の
外
に
）
定
立
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
こ
と
に
基
づ
く
。

　
か
か
る
一
ご
兀
的
要
素
は
、
カ
ン
ト
に
点
て
は
到
る
処
に
、
感
性
と
悟
性
、
願
解
的
経
験
的
感
覚
的
と
概
念
的
純
粋
的
知
性
的
等
々
の
区

別
を
以
て
示
さ
れ
る
が
、
入
間
認
識
能
力
に
於
け
る
か
く
の
如
き
二
元
対
立
的
野
離
は
そ
も
そ
も
何
事
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は

人
高
富
身
に
於
け
る
自
己
矛
盾
、
同
一
性
と
差
異
性
の
同
時
存
在
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
物
と
人
間
、
物
と
心
の
差
異
ど
周
一
を
も
顕
示

し
て
い
る
。
即
ち
人
間
は
概
念
を
も
つ
こ
と
を
通
じ
て
、
物
と
の
自
周
性
を
離
れ
、
敢
え
て
物
を
他
者
、
客
体
と
し
て
自
己
の
前
に
立
て
、

表
象
し
（
＜
○
贋
ぴ
自
◎
肯
①
一
一
Φ
】
P
）
、
己
れ
と
は
分
た
れ
た
有
と
み
な
す
。
か
く
し
て
、
物
が
有
る
が
ま
ま
の
物
（
真
如
立
網
）
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
、

概
念
的
枠
内
で
、
再
現
前
せ
し
め
ら
れ
た
物
と
し
て
知
見
解
会
す
る
、
即
ち
比
量
知
、
分
別
知
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
か
か
る
比
量
知
的
対
象
の
有
と
し
て
カ
ン
ト
は
可
能
黒
鴨
、
野
宿
無
難
、
必
然
的
有
を
設
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
て
然
ら
ば
こ
の

「
有
」
と
は
何
で
あ
る
か
。
比
量
的
分
別
知
の
主
体
と
し
て
の
身
詰
に
は
、
「
有
」
そ
の
も
の
は
如
何
に
し
て
も
現
在
前
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
串
現
せ
る
も
の
は
悉
く
「
有
る
も
の
」
で
あ
る
。
た
だ
併
し
、
吾
々
は
「
有
」
そ
の
も
の
の
変
形
、
　
一
様
態
を
、
判
断
の
繋
辞

「
ソ
レ
ハ
…
…
で
有
ル
」
、
或
い
は
「
…
…
が
有
ル
」
の
存
在
命
題
に
於
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
有
の
意
味
と

役
割
を
些
か
な
り
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
に
、
コ
ブ
ラ
と
し
て
の
「
有
」
は
判
断
内
容
を
確
実
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
主
語
、
述
語
の
二
七
質
的
要
素
を
綜
合
的
に
統
一
す

る
形
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
判
断
の
綜
合
的
統
｛
の
普
遍
的
主
体
と
し
て
の
超
越
論
的
統
覚
の
有
（
郎
ち
「
我
有
り
」
）
と
、
判
断
の

客
観
的
根
拠
を
先
行
的
に
形
成
す
る
、
普
遍
的
謝
識
の
必
然
的
客
観
的
縦
拠
た
る
超
越
論
約
対
象
の
有
（
即
ち
「
黙
る
も
の
が
有
る
」
）
と

同
時
的
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
Q



　
か
く
す
れ
ば
、
全
て
の
梱
異
な
る
も
の
の
嵐
会
い
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
「
同
時
有
し
即
ち
階
を
同
じ
く
す
る
こ
と
、
圃
時
性
が
成

立
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
カ
ン
ト
の
「
同
満
堂
」
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
有
」
と
「
思
惟
」
の
相
依
梢
属
の
根
源
約
転
態
「
性
起
扁

（
曽
魚
σ
q
巳
も
。
）
、
仏
教
の
「
同
時
成
道
」
も
、
徹
底
不
徹
底
の
程
度
差
は
あ
れ
、
尽
く
相
呼
応
す
る
問
題
で
あ
る
。
隣
り
と
す
る
な
ら
ば
、
か

の
感
性
と
悟
性
と
の
不
可
解
不
思
議
微
妙
な
共
通
根
的
、
技
芸
的
能
力
と
さ
れ
た
「
構
想
力
」
の
究
明
が
当
然
の
課
題
と
な
る
。
相
分
れ

た
二
能
力
は
、
少
く
と
も
そ
れ
が
ひ
と
り
の
人
間
の
内
に
棲
聾
す
る
隈
り
は
、
更
に
そ
れ
ら
の
共
通
な
、
自
己
矛
盾
的
な
自
己
の
可
能
根

拠
を
何
処
か
に
有
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
こ
こ
に
「
有
」
を
「
時
」
的
に
究
明
せ
ん
と
し
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
そ
の
カ
ン
ト
解
釈
に
於
て
「
超

越
論
的
構
想
力
」
の
「
時
間
規
定
」
の
産
物
と
し
て
の
「
図
式
し
を
巨
視
的
に
考
察
し
た
所
以
が
あ
り
、
問
題
霞
身
の
重
要
性
が
あ
る
。

当
論
で
は
、
「
無
明
」
を
以
て
十
二
因
縁
を
始
め
る
仏
数
と
、
カ
ン
ト
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
構
想
力
」
と
「
時
」
論
と
が
如
何
に
関
わ
る

か
の
究
明
が
極
め
て
興
味
あ
る
、
こ
れ
か
ら
の
吾
々
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
脅
す
る
に
留
め
る
。

　
た
だ
仏
教
の
場
合
、
衆
生
と
仏
、
迷
悟
、
生
死
、
性
相
、
自
と
他
、
物
と
心
等
々
の
二
元
的
要
素
は
、
紺
象
論
理
的
二
元
論
を
そ
の
骨

子
と
す
る
西
洋
酌
思
考
に
対
し
て
、
鷹
に
一
に
し
て
二
、
二
に
し
て
一
、
一
即
一
切
、
一
切
即
一
の
霞
他
不
二
、
一
如
の
法
門
を
展
開
す

る
棄
洋
論
理
で
以
て
幽
ず
か
ら
全
く
異
な
っ
た
仕
方
で
観
察
さ
れ
る
。
即
ち
「
綜
合
的
統
一
」
と
「
不
二
一
如
砿
の
差
で
あ
る
。
然
ら
ば

後
者
の
理
論
か
ら
は
、
様
相
の
問
題
、
有
と
思
惟
の
二
元
対
立
は
如
何
に
究
明
さ
れ
、
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
を
棄
洋
的
反
省
と
し

て
小
論
の
余
語
旦
つ
結
語
と
す
る
。

949

（
1
）
　
ω
。
冨
藁
づ
α
q
’
ぎ
㌶
高
潮
ミ
噴
㌔
、
、
、
鳶
も
駄
ミ
、
ミ
ミ
象
。
、
ミ
偽
。
§
、
、
§
ミ
，
栽
轟
9
～
ぽ
ミ
、
N
讐
笥
筏
ミ
、
ミ
、
§
ミ
帖
悪
§
司
駐
§
り
℃
ぴ
嵩
0
8
風
ρ
冨
。
｝
お
ω
o
剛
三
h
・

　
鐙
ご
国
目
簿
興
じ
d
磐
劃
H
O
。
8
箪
G
D
．
一
慰
．
譲
≦
埴
押
b
。
爵
●

（
2
）
　
き
，
ミ
瀞
叙
ミ
，
9
、
㌣
趨
幕
、
，
ミ
ド
ω
．
ト
⊃
①
メ
尚
カ
ン
ト
か
ら
の
引
用
は
尽
く
「
哲
学
文
庫
版
」
（
閏
愚
図
ζ
①
ぎ
鐙
）
の
頁
付
け
に
従
う
。
略
暑
は
第
　

　
批
判
心
裡
（
〉
）
、
二
版
（
し
d
）
、
第
篇
鋤
判
（
℃
）
、
第
三
批
判
（
¢
）
、
宗
教
論
（
菊
）
で
示
し
た
◎
引
胴
中
の
強
調
符
号
は
必
ず
し
も
原
典
そ
の
ま
ま

　
　
で
は
な
く
、
筆
者
の
任
意
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
様
相
の
問
題
　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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二
、
様
相
（
ζ
o
留
郎
鋒
）
の
問
題
の
特
異
性

　
周
知
の
如
く
、
カ
ン
ト
第
一
批
判
に
於
て
は
、
判
断
表
、
範
疇
表
、
純
粋
悟
性
の
綜
合
的
原
町
の
体
系
は
、
尽
く
、
量
、
質
、
関
係
、

…
様
相
の
四
種
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
第
四
項
目
、
「
様
相
」
は
前
三
者
、
量
、
質
、
関
係
に
対
し
て
独
特
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と

　
　
　
　
　
（
1
）

言
わ
れ
て
い
る
。

　
因
み
に
、
「
判
断
の
様
相
は
、
そ
れ
自
体
に
曾
て
特
記
さ
れ
る
べ
き
点
を
有
し
て
い
る
判
断
の
全
く
特
殊
な
機
能
」
で
あ
る
、
即
ち
そ
れ

は
「
判
断
の
内
容
に
対
し
て
は
何
も
附
け
加
え
な
い
（
な
ぜ
な
ら
量
、
質
、
関
係
の
外
に
は
、
判
断
の
内
容
を
構
成
す
る
べ
き
も
の
は
何

も
な
い
か
ら
）
、
従
っ
て
思
惟
一
般
（
畠
ω
U
①
葬
窪
μ
蓬
訂
も
θ
）
へ
の
関
係
に
於
け
る
繋
辞
（
8
鶏
旦
の
価
値
に
の
み
関
わ
る
の
で
あ
る
」

（
じ
ご
8
h
．
）
。
蓋
し
、
吾
々
の
判
断
は
、
先
ず
蓋
然
的
な
も
の
か
ら
、
即
ち
論
理
的
可
能
性
一
「
A
は
B
か
も
知
れ
な
い
（
〉
暮
σ
q
O
ご
置
ジ

》
ま
暮
3
ゆ
ω
①
ぎ
）
」
…
か
ら
、
実
然
的
な
も
の
即
ち
論
理
的
現
実
性
－
「
A
は
B
で
あ
る
（
》
一
ω
け
ご
d
）
」
1
に
到
り
、
結
局
の
と
こ
ろ

最
終
的
に
は
、
断
雷
的
、
命
令
的
な
も
の
即
ち
論
理
的
必
然
性
一
「
A
は
必
ず
B
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
》
巳
ら
b
ご
器
貫
＞
8
二

§
冨
飢
汐
σ
q
侍
童
ω
⑦
言
）
」
一
へ
と
到
る
。
か
く
の
如
く
、
判
断
に
み
ら
れ
る
様
相
の
三
契
機
は
即
時
に
人
間
的
思
惟
の
三
段
階
を
示
し
て
お

り
、
最
後
の
必
当
然
的
判
断
は
、
も
は
や
他
の
こ
と
が
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
判
断
の
絶
紺
不
可
疑
性
を
物
語
っ
て
い

る
Q
更
に
こ
の
第
三
契
機
は
、
他
の
全
て
の
四
種
の
各
判
断
や
範
疇
の
三
つ
の
項
の
相
互
の
関
係
に
み
ら
れ
る
如
く
、
前
二
項
、
可
能
的

蓋
然
的
判
断
、
い
わ
ぽ
予
想
的
、
見
当
的
判
断
と
、
そ
の
事
実
的
確
証
的
判
断
と
の
綜
合
的
統
一
の
下
に
成
立
す
る
べ
き
も
の
、
学
問
的
、

客
観
的
に
は
最
高
価
値
を
有
す
る
判
断
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
他
方
に
嘗
て
、
「
様
相
の
範
疇
」
も
同
じ
く
、
「
そ
れ
自
体
に
於
て
独
特
な
も
の
k
を
有
し
て
い
る
、
即
ち
そ
れ
は
「
ω
述
語
（
竜
門
涛
懸
）

と
し
て
そ
れ
に
附
加
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
概
念
〔
命
題
主
語
の
概
念
〕
を
客
体
の
隈
定
と
し
て
は
些
か
も
増
さ
な
い
、
働
た
だ
単
に
認
識
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
へ
の
関
係
を
表
現
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
…
廻
早
る
物
の
概
念
が
既
に
全
く
完
全
で
あ
る
場
合
に
も
、
私
は
こ
の
対
象
に
関
し
て
け
れ
ど
も
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ま
だ
問
う
こ
と
が
で
ぎ
る
、
㈲
そ
の
対
象
は
単
に
可
能
的
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ω
或
い
は
亦
現
実
的
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
㈹
或
い
は

現
実
的
で
あ
る
場
合
に
は
あ
ま
っ
さ
え
必
然
的
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
如
何
な
る
限
定
も
客
体
そ
の
も
の
に
於
て
思

惟
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
た
だ
客
体
自
身
が
（
あ
ら
ゆ
る
そ
の
限
定
と
共
に
）
㈲
悟
性
と
そ
の
経
験
的
使
用
に
対
し
て
、
㈲
経
験
的
判

断
力
に
対
し
て
、
㈲
及
び
理
性
に
対
し
て
（
そ
の
経
験
へ
の
適
用
に
於
て
）
如
何
に
関
わ
る
か
が
問
わ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
」
（
》
・
。
蜀
じ
d
・
。
①
①
）
。

　
か
く
の
如
く
、
事
物
の
何
（
≦
・
。
。
。
）
、
本
質
（
芝
①
・
・
①
ジ
婁
舞
…
・
・
）
で
は
な
く
、
そ
の
如
何
（
毛
圃
①
）
、
有
り
方
に
関
わ
る
と
さ
れ
た
「
様
相
、

様
態
」
と
は
そ
も
そ
も
如
何
な
る
も
の
か
を
、
こ
こ
で
は
少
し
く
文
法
的
語
学
的
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
因
み
に
ド
イ
ツ
語
辞
典

や
富
盛
辞
典
に
は
「
様
糧
性
」
（
ζ
Q
山
門
富
障
餌
酵
）
と
は
「
或
る
こ
と
が
生
起
し
た
り
、
思
惟
さ
れ
る
仕
方
し
と
か
「
存
在
、
生
起
の
仕
方
」
（
蛍
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

》
答
§
山
芝
Φ
同
。
。
ρ
三
①
o
望
器
σ
Q
Φ
ω
。
ず
塞
け
田
富
α
q
注
8
簿
≦
注
＼
》
同
け
呂
州
芝
霧
①
紆
。
。
ω
Φ
…
霧
鼠
霞
○
①
ω
畠
①
冨
蕊
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
今
日
俗
に
言
う
「
モ
ダ
ン
」
と
い
う
こ
と
は
勿
論
、
元
々
ラ
テ
ン
語
窯
◎
曾
ω
（
畦
仕
方
、
種
、
規
則
、
尺
度
）
に
発
す
る
言
葉
で
あ
り
、

こ
の
「
平
絹
」
（
∪
冨
ζ
鼠
Φ
）
は
風
俗
、
留
慣
、
時
流
、
を
意
味
す
る
。
今
様
か
ら
発
し
た
服
装
の
流
行
型
を
い
ち
は
や
く
身
に
つ
け
た
り
、

或
い
は
習
国
で
は
欧
風
趣
味
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
さ
し
て
い
た
り
、
或
い
は
、
最
新
の
趣
味
、
諸
芸
諸
道
に
於
て
新
奇
さ
、
そ
の
点

反
伝
統
、
反
保
守
的
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
、
従
っ
て
、
極
め
て
軽
薄
な
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
様
相
の
問
題
は
際
立
っ
て

時
閥
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
卑
近
な
実
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
善
悪
は
時
な
り
、
時
は
善
悪
に
あ
ら
ず
、
善
悪
は
法
な
り
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
善
悪
に
あ
ら
ず
、
照
降
悪
等
な
り
、
法
号
善
等
な
り
」
。
法
や
善
悪
、
要
す
る
に
「
様
相
」
（
ζ
＆
器
）
の
問
題
は
時
的
差
異
の
内
に
も

っ
と
も
顕
著
に
現
成
現
前
し
て
来
る
。

　
そ
こ
で
こ
こ
に
動
詞
の
時
称
に
関
し
て
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
大
別
の
下
に
考
え
て
み
る
と
、
同
じ
「
来
る
（
ぎ
白
ヨ
2
）
」
一
つ
に
関

し
て
も
、
ド
イ
ツ
語
で
は
、
過
去
的
に
は
、
「
彼
は
来
た
」
（
き
弓
二
6
欝
＆
．
導
艮
α
q
舞
9
ご
ヨ
窪
）
、
現
在
的
に
は
「
彼
は
来
る
（
騒
ぎ
ヨ
鐸
）
」
、

末
来
期
に
は
「
彼
は
来
る
で
し
ょ
う
し
（
醇
鼠
a
押
§
幕
電
響
塞
σ
q
ぎ
ヨ
ヨ
2
）
と
な
る
。
か
の
三
つ
の
判
断
契
機
は
、
時
聞
の
三
次
元
か

ら
考
え
て
見
る
と
、
過
去
的
事
象
、
現
在
的
事
象
、
未
来
的
華
象
に
つ
い
て
の
判
断
は
そ
れ
ぞ
れ
必
然
的
、
現
実
的
、
蓋
然
的
判
断
と
観

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
様
相
の
問
題
　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
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三
二

る
こ
と
が
で
き
る
。
岡
じ
一
つ
の
事
柄
「
来
る
」
の
本
質
内
容
に
関
し
て
は
変
化
な
く
と
も
、
そ
の
「
来
る
」
と
い
う
事
態
が
「
何
時
」

に
生
起
す
る
か
に
よ
っ
て
か
く
の
如
く
勤
詞
の
時
称
を
変
え
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
複
数
、
単
数
の
区
甥
、
人
称
性
別
に
よ
っ
て
動
詞
の
変
形
、

格
変
化
を
常
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
文
法
体
系
を
有
す
る
印
欧
系
言
語
と
、
男
女
に
よ
っ
て
　
欝
葉
が
ち
が
い
1
勿
論
そ
の
場
合
、
そ
の

本
質
、
何
に
関
し
て
で
は
な
く
、
単
に
如
何
（
壽
①
）
、
様
根
に
関
し
て
に
す
ぎ
な
い
が
一
、
特
に
二
人
称
に
対
し
て
無
数
の
呼
名
を
有

す
る
日
本
語
と
は
甚
だ
状
況
（
謹
器
）
を
異
に
す
る
Q
（
た
と
え
ば
、
英
、
独
、
仏
語
に
は
二
人
称
は
一
つ
又
は
二
つ
し
か
な
い
し
、
従

っ
て
師
匠
・
弟
子
、
先
輩
・
後
輩
、
親
子
・
親
戚
、
友
人
、
男
女
を
問
わ
ず
、
規
則
の
如
く
語
尾
変
化
を
行
え
ば
事
が
す
む
。
郡
ち
言
葉

使
い
と
い
う
点
か
ら
だ
け
言
え
ば
、
印
欧
語
族
の
方
が
大
し
て
気
使
い
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
芝
・
・
。
。
を
の
み
表
現
す
れ
ぽ

よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
芝
冨
に
ま
で
注
意
を
払
う
に
は
及
ば
ぬ
が
故
に
。
）

　
そ
の
こ
と
に
代
っ
て
、
動
詞
の
用
法
に
は
特
に
留
意
せ
ざ
る
可
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
蛍
①
ζ
a
Φ
に
は
動
詞
の
「
法
」
の
意
味
が
含
ま

れ
、
こ
れ
に
は
た
と
え
ば
、
直
説
法
、
接
続
法
、
命
令
法
、
条
件
法
等
々
多
々
例
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
び
「
来
る
」
（
ぎ
ヨ
裏
話
）
を

使
っ
て
そ
の
様
相
如
何
を
吟
味
し
て
み
る
。
〇
二
ぎ
昌
霧
∬
O
漏
籔
ヨ
の
・
。
r
ぎ
白
乾
（
Φ
と
即
ち
、
同
じ
　
つ
の
「
来
る
獄
と
い
う
動
詞
を
考
え

て
見
て
も
、
そ
の
法
、
糖
質
の
差
異
に
よ
っ
て
甚
だ
そ
の
意
味
を
異
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
来
る
主
体
で
あ
る
「
汝
」
と
、
そ
の
「
汝
」

の
有
り
方
、
態
度
、
周
臨
、
状
況
へ
の
関
わ
り
方
、
時
と
の
連
関
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
Q
汝
の
≦
器
は
「
来
る
」
こ
と
に
関
わ
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
不
変
で
あ
る
が
、
そ
の
「
来
る
」
の
事
態
の
有
り
方
、
状
況
、
様
相
…
を
異
に
す
る
。
そ
の
「
来
る
」
の
範
囲
内
で
の

「
来
る
」
の
意
味
が
異
な
っ
て
来
る
、
或
い
は
、
現
前
的
、
眼
前
的
に
は
「
来
る
」
こ
と
が
な
く
て
も
、
O
議
長
B
舞
と
言
う
こ
と
は
出

来
る
が
故
に
、
様
格
、
法
の
出
所
が
那
辺
に
有
る
か
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
知
得
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
更
に
平
賀
法
の
助
動
詞
の
こ
と
を
竃
a
巴
く
興
ダ
鼠
理
竃
鼠
薄
霧
¢
譲
ω
N
①
川
霧
。
答
と
…
軽
い
、
ま
呂
。
ジ
9
鍬
Φ
P
二
二
露
ψ
ω
o
濠
ジ
ヨ
尊
母
づ
＝
霧
。
。
窪

等
が
あ
る
。
「
私
は
彼
に
本
を
与
え
る
（
こ
と
が
で
き
る
／
べ
き
で
あ
る
）
」
。
、
閤
7
藝
蟹
＼
塗
；
§
①
醇
じ
ご
撮
畠
σ
q
・
ぼ
嵩
”
．
と
言
う
場
合
、
㎝

つ
の
事
象
「
私
が
彼
に
本
を
与
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
助
動
詞
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
不
変
で
あ
る
。
現
在
的
事
実
か
ら
の
み
と
か
く
事
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柄
を
判
定
す
る
見
地
か
ら
み
る
と
、
確
か
に
、
実
際
に
「
与
え
る
し
と
「
与
え
な
い
」
で
は
大
い
に
異
な
っ
て
来
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う

い
う
現
実
的
判
断
も
そ
の
一
部
と
し
て
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
一
構
成
部
分
と
し
て
成
立
す
る
見
地
と
し
て
の
様
相
性
の
地
平
を
無
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
更
に
様
相
性
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
竃
a
9
竃
ひ
に
準
じ
た
知
覚
動
詞
H
万
富
ジ
ま
脱
の
炉
絡
冨
⇒
等
々
の
例
文
を
考
え
て
み
る
。
H
。
犀
・
。
の
冨

鴎｝

ｬ
欝
欝
Φ
巨
困
魯
ロ
曾
2
一
ぎ
§
N
①
誉
の
両
者
に
於
て
、
「
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
彼
」
と
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
「
私
」
と
は
常
に
不
変
で

あ
る
が
、
そ
の
間
の
関
わ
り
方
が
音
を
「
聞
く
」
か
そ
の
姿
を
「
見
る
」
か
に
よ
っ
て
大
違
い
と
雷
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
或
い
は
、
日
本

語
で
は
、
母
親
が
子
供
に
「
物
事
を
ち
ゃ
ん
と
ハ
ッ
キ
リ
お
っ
し
ゃ
い
」
と
言
っ
て
叱
る
時
に
は
往
々
に
し
て
、
言
う
べ
き
事
柄
、
対
象

を
は
っ
き
り
　
蕎
う
こ
と
よ
り
も
、
先
ず
、
そ
の
表
現
主
体
の
態
度
を
き
ち
ん
と
さ
ぜ
る
こ
と
を
、
行
儀
よ
く
子
が
母
に
対
し
て
ふ
さ
わ
し

い
態
度
も
の
こ
し
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
ろ
、
主
体
の
有
り
方
が
問
題
な
の
で
あ
る
Q

　
判
断
の
様
相
の
問
題
は
繋
辞
（
コ
ブ
ラ
）
の
価
値
の
問
題
と
商
わ
れ
た
が
、
そ
の
繋
辞
に
も
、
単
に
の
。
ぎ
の
み
な
ら
ず
、
｝
）
藍
お
鍋
壽
肘
山
臥
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
、
、
、
、
　
　
　
　
、
、

｝
邑
守
P
ω
。
｝
贔
二
野
甕
郎
降
訂
ゆ
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
繋
辞
は
尽
く
動
詞
の
主
語
と
同
一
関
係
を
保
つ
述
語
を
主
語
に
関
係
づ
け
る
も

の
で
あ
る
。
述
語
は
動
詞
を
補
足
す
る
点
で
は
補
足
語
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
補
足
語
な
る
も
の
は
、
主
語
と
は
全
く
異
な
る
、
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲
　
　
　
述

の
外
な
る
対
他
関
係
に
立
ち
、
主
語
の
働
き
か
け
る
対
象
で
あ
る
が
故
に
、
両
者
は
金
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
私
は
人
間
の

　
　
　
コ
ブ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
　
目
楠
剛
鑑
醐
　
　
離
田
通
の
晶
氾
湘
甥
詞

子
供
で
有
る
」
と
「
私
は
子
供
を
有
し
て
い
る
」
を
比
較
せ
ぽ
明
ら
か
な
如
く
、
即
ち
述
語
は
主
語
の
状
態
又
は
性
質
を
郡
座
に
三
号
的

に
語
っ
て
い
る
が
、
補
足
語
は
何
ら
そ
の
様
な
緊
密
な
内
面
的
連
関
は
な
く
、
全
く
外
的
関
係
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
い
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
述
（
名
講
）
ロ
ブ
ラ

述
べ
る
と
述
語
と
な
っ
て
主
語
と
の
同
一
的
関
係
を
保
つ
の
は
、
名
詞
、
代
名
詞
、
形
容
詞
で
あ
る
。
例
え
ば
「
私
は
学
　
生
で
有
る
篇
、

　
　
虫
　
　
　
　
述
（
形
容
詞
）
　
コ
ブ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
　
　
述
（
爪
N
名
酒
調
）
　
コ
ブ
ラ

「
子
供
は
大
き
く
成
る
」
（
○
器
器
琶
三
益
α
Q
δ
ゆ
）
、
「
そ
れ
は
　
彼
　
で
す
」
等
々
。

　
以
上
些
か
冗
漫
に
わ
た
っ
た
こ
と
を
恐
れ
つ
つ
も
、
様
相
の
具
体
的
実
例
を
あ
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
様
稲
の
所
在
が
多
少
究
開
さ
れ

得
た
。
即
ち
、
「
様
相
」
と
は
、
関
わ
り
（
＜
①
『
蔓
§
）
、
如
何
（
乏
δ
、
様
態
（
竃
a
霧
）
を
指
示
す
る
の
で
あ
っ
て
、
客
体
内
容
と
し
て

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
様
棺
の
問
題
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
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三
四

規
定
さ
れ
て
あ
る
こ
と
（
b
づ
。
懸
隔
ヨ
鋳
簿
）
と
し
て
の
そ
の
本
質
（
薯
Φ
。
・
窪
）
、
何
（
芝
・
。
ω
）
、
実
在
的
な
る
も
の
一
般
（
閃
豊
窃
ゆ
滞
婆
磐
讐
）
、
事

（ω

W
巻
雲
①
ω
）
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
先
述
の
思
惟
一
般
の
三
契
機
に
郊
寒
し
て
考
え
れ
ば
、
「
机
が
可
能
的
で
（
に
）
有
る
」
、

「
机
が
現
実
的
で
（
こ
セ
）
有
る
」
、
「
机
が
必
然
的
で
（
に
）
有
る
」
等
々
の
判
断
に
於
て
、
机
を
し
て
机
た
ら
し
め
て
い
る
机
の
机
性
（
誤
ω
。
7

ゲ
簿
紆
ω
目
凶
。
。
。
冨
。
。
）
、
物
の
物
性
（
臣
髭
7
の
搾
血
霧
O
ぢ
α
Q
。
。
・
）
、
事
物
の
事
物
性
（
ω
・
。
。
葛
阿
山
2
ω
零
留
）
、
机
の
実
在
性
（
菊
。
睦
蜂
）
、
何
で
あ
る
こ

と
即
ち
何
性
（
壽
・
・
剛
嵐
け
）
等
々
、
即
ち
机
の
概
念
内
容
は
不
変
で
あ
る
。
た
だ
吾
々
人
間
主
体
の
も
つ
認
識
能
力
に
対
す
る
客
体
の
関
係

の
仕
方
の
差
異
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
か
か
る
主
体
－
客
体
関
係
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
吾
々
が
そ
の
客
体
に

つ
い
て
の
一
定
の
限
定
性
、
つ
ま
り
概
念
内
容
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
、
即
ち
そ
の
客
体
の
実
在
性
（
沁
鐘
勘
蜂
）
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を

物
語
る
。
か
か
る
意
味
に
於
て
、
様
相
の
範
疇
は
量
、
質
、
関
係
の
前
三
綱
鼠
、
九
範
疇
の
一
次
的
直
接
的
概
念
た
る
に
対
し
て
二
次
的

問
接
的
な
｝
種
の
反
省
概
念
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
併
し
逆
に
前
者
を
し
て
客
体
限
定
の
概
念
内
容
と
し
て
現
成
可
能
な
ら
し
め
る

根
底
と
な
っ
て
い
る
孟
体
的
概
念
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
む
し
ろ
様
網
の
範
疇
の
重
大
性
を
知
る
こ
と
を
得
る
。
「
生
命
範
疇
は
他
の
分

量
、
性
質
、
関
係
等
に
所
属
す
る
構
成
的
な
諸
範
疇
に
対
し
て
徒
ら
に
従
属
的
位
鷺
に
甘
ん
ず
る
も
の
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
そ
の
反
対
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

様
糧
範
疇
こ
そ
他
の
一
切
の
範
疇
に
抽
ん
で
た
根
本
的
構
成
範
疇
と
な
る
の
で
あ
る
」
。
何
故
な
ら
、
単
に
主
観
的
に
解
す
る
の
で
な
く

て
、
体
験
・
存
在
論
的
に
解
す
る
と
せ
ば
、
そ
の
様
縮
の
主
観
（
体
）
性
が
、
直
に
全
体
的
体
験
と
な
っ
て
主
体
（
観
）
と
パ
ラ
レ
ル
な

意
味
で
の
客
観
（
体
）
、
従
っ
て
単
に
狭
く
ち
ぢ
め
ら
れ
た
対
主
観
（
体
）
的
客
観
（
体
）
を
規
定
す
る
範
疇
と
は
異
な
っ
て
、
そ
も
そ
も

範
瞬
一
般
が
成
立
し
て
く
る
根
源
的
地
平
を
開
任
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
体
験
存
在
的
な
全
的
主
体
的
範
疇
と
も
書
え
よ
う
。

　
徹
底
的
に
反
省
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
、
外
へ
で
は
な
く
内
へ
内
へ
と
還
帰
す
る
こ
と
、
拾
も
二
つ
の
鏡
が
自
己
の
影
像
を
無
限
に
形
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
如
く
自
己
省
察
す
る
こ
と
は
、
本
来
の
欝
己
へ
の
、
根
源
的
主
体
性
へ
の
道
で
も
あ
る
。
げ
に
「
主
体
惟
へ
の
通
路
は
反
省
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

カ
ン
ト
哲
学
に
於
て
は
理
性
批
判
の
枠
内
で
の
認
識
論
的
反
省
が
こ
の
様
栢
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
「
反
省

（
O
ざ
¢
冨
浄
σ
q
§
σ
q
”
艮
冨
×
ε
と
は
、
諸
対
象
に
つ
い
て
の
概
念
を
直
接
獲
得
す
る
為
に
、
諸
対
象
と
関
わ
る
の
で
な
く
」
、
反
省
と
は
、
そ
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こ
で
「
吾
々
が
、
そ
れ
ら
の
下
に
概
念
に
到
達
す
る
こ
と
の
で
き
る
主
観
（
体
）
的
制
約
を
発
見
す
る
為
に
吾
々
が
自
ら
を
適
合
せ
し
め

る
心
性
の
状
態
で
あ
る
し
（
》
節
①
O
田
　
じ
d
ω
一
①
）
。
つ
ま
り
反
省
は
与
え
ら
れ
た
諸
表
象
の
吾
々
の
も
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
認
識
能
力
へ
対
す

る
関
係
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
諸
表
象
臨
一
般
と
そ
れ
を
比
較
対
照
す
る
「
認
識
能
力
」
と
を
対
照
し
、
そ

の
こ
と
を
通
じ
て
「
諸
表
象
が
純
粋
悟
性
に
所
属
す
る
の
か
、
或
い
は
感
性
的
直
観
に
属
す
る
の
か
、
を
私
が
弁
韓
す
る
こ
と
の
で
き
る

働
き
し
が
反
省
－
…
カ
ン
ト
で
は
特
に
「
超
越
論
的
反
省
（
○
δ
9
霧
N
翼
端
窪
蕊
・
知
①
窪
誉
訂
）
」
（
じ
σ
ω
嵩
）
一
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
即

ち
様
相
の
問
題
は
認
識
能
力
の
自
己
反
省
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
様
糧
の
問
題
の
特
殊
性
を
卓
越
的
に
如
実
な
ら
し
め
る
も
の
は
「
様
梢

の
原
則
」
と
し
て
の
「
経
験
的
思
惟
一
般
の
諸
異
風
」
（
U
冨
零
。
・
ε
窮
・
（
蕾
。
一
山
豊
州
畠
2
0
黄
蓮
霧
錠
竃
チ
窺
ヌ
＞
b
。
一
。
。
圃
O
ご
ト
⊃
霧
）
に
予
て
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
様
相
の
諸
原
測
も
、
様
相
の
判
断
、
範
疇
と
同
じ
く
、
他
の
、
量
、
質
、
関
係
に
応
ず
る
三
原
期
、
玉
直
観
の
諸
公
理
、
H
知
覚
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

予
料
、
頂
経
験
の
諸
類
推
と
は
異
な
っ
た
独
特
性
を
有
す
る
。
諸
三
原
翔
は
、
た
と
え
第
二
版
に
於
て
附
加
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ぬ
と
し

　
　
　
（

て
も
、
と
に
か
く
「
証
明
（
じ
¢
霧
①
一
ω
）
」
を
尽
く
有
す
る
の
に
隠
し
て
、
様
稲
の
諸
原
則
は
「
可
能
性
、
現
実
性
、
必
然
性
の
概
念
の
経
験
的

使
用
に
於
け
る
説
明
（
閃
彙
ぎ
護
2
）
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
（
㍗
b
。
多
し
σ
・
。
の
の
）
と
雷
わ
れ
る
如
く
、
唯
「
解
明
（
卑
藝
毎
§
α
q
）
」
を
与

え
る
に
す
ぎ
ぬ
。
こ
れ
は
恰
も
数
学
に
於
け
る
要
請
、
公
準
（
ま
釜
芝
）
例
え
ば
「
譲
る
与
え
ら
れ
た
線
を
以
て
平
面
上
に
於
け
る
与
え
ら

れ
た
点
か
ら
一
円
周
を
画
け
」
と
い
う
実
践
的
命
題
（
焦
建
質
邑
a
。
・
・
冨
ω
欝
）
に
着
て
は
、
そ
れ
は
証
明
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
て
吾
々
が

た
だ
そ
の
命
題
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
そ
の
様
な
閣
形
を
生
み
出
し
得
る
手
続
き
を
信
受
奉
行
す
る
以
外
に
な
い
と
同
様
に
様

相
の
原
鋼
を
要
請
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
自
然
科
学
に
於
け
る
最
初
の
繊
発
点
と
し
て
の
仮
設
的
役
割
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
可
能
性
、
現
実
性
、
必
然
性
と
い
う
述
語
は
、
勿
論
、
直
接
的
で
は
な
い
二
次
的
撮
要
的
仕
方
で
対
象
の
表
象
に
何
か
を
附
加

す
る
が
、
併
し
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
は
、
可
能
性
と
か
現
実
樵
と
か
が
語
ら
れ
て
い
る
事
事
者
で
あ
る
対
象
や
物
の
概
念
を
毫
髪
も
増

加
す
る
も
の
で
は
な
い
が
故
に
、
様
梢
の
諸
原
劉
は
「
客
体
的
綜
合
的
（
＆
①
ξ
＜
凄
匿
園
圃
硫
。
7
）
」
原
則
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
主
体
的

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
様
相
の
問
題
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



956

　
　
　
　
折
問
学
州
耕
究
　
　
策
叩
五
百
二
十
九
淵
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工
六

綜
合
的
（
。
・
豊
の
医
く
畜
監
藁
一
ω
。
7
）
」
原
則
に
す
ぎ
な
い
（
〉
・
、
ω
・
。
唇
・
o
d
笛
。
。
①
）
。
こ
こ
に
、
何
ら
客
体
の
概
念
的
内
容
を
限
定
し
な
い
と
い
う
点

に
於
て
人
間
的
思
惟
の
有
限
性
、
限
界
を
知
得
し
、
他
方
、
外
に
向
か
っ
て
で
は
な
く
、
内
に
向
っ
て
自
ら
に
還
帰
す
る
こ
と
に
於
て
、

主
体
的
要
請
と
し
て
自
己
自
身
が
自
己
自
身
を
限
定
す
る
と
い
う
思
惟
の
自
律
性
、
自
治
性
を
酒
息
で
き
る
。

　
要
す
る
に
、
同
一
的
概
念
内
容
を
有
す
る
対
象
、
例
え
ば
「
日
ホ
狼
」
な
る
も
の
が
「
可
能
的
で
有
る
」
或
い
は
「
現
実
的
で
有
る
」

或
い
は
「
必
然
的
で
有
る
」
と
語
り
得
る
為
に
は
、
一
体
全
体
そ
も
そ
も
如
何
な
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
か
、
繋
辞
の
価
値

の
差
異
（
可
能
有
、
現
実
有
、
必
然
有
）
は
吾
々
の
認
識
能
力
と
如
何
に
関
わ
り
、
結
合
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
か
を
指
示
す
る
も
の
が
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

相
の
原
則
と
し
て
の
「
経
験
的
思
惟
一
般
の
諸
要
請
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
各
々
に
つ
い
て
些
か
反
省
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
，
幻
　
物
の
可
能
性
の
要
請

　
　
（

　
「
経
験
の
形
式
的
綱
約
（
直
観
及
び
概
念
に
従
え
る
）
と
一
致
す
る
（
象
Φ
鼠
葬
・
ヨ
ヨ
［
ヨ
欝
～
）
と
こ
ろ
の
も
の
は
可
能
的
に
有
る
（
翼

ヨ
α
σ
q
膏
甥
）
」
（
》
　
N
H
c
◎
一
　
じ
ご
　
ト
⊃
①
G
騨
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
周
知
の
如
く
、
経
験
は
純
粋
直
観
の
形
式
（
空
・
時
）
と
純
粋
思
惟
の
形
式
（
範
疇
）
と
の
「
純
粋
綜
合
」
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ

る
以
上
、
可
能
性
と
は
、
単
に
概
念
が
「
自
己
矛
盾
し
な
い
こ
と
」
（
≦
｛
二
二
蜜
。
剛
並
鼠
σ
q
訂
一
簿
）
従
っ
て
「
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
翫

こ
と
と
い
う
「
思
惟
可
能
性
」
（
O
①
巴
＾
ヨ
α
σ
q
萱
副
蚕
ρ
O
g
匪
鋤
号
謬
）
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
論
理
的
可
能
性
」
に
す
ぎ
ぬ
伝
統
的
概
念
に
つ
き

る
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
く
迄
カ
ン
ト
の
求
め
た
可
能
性
は
、
経
験
に
於
け
る
対
象
の
「
可
能
性
」
で
あ
り
、
従
っ
て
概
念
の
経
験
に
於

け
る
「
客
観
的
実
在
性
」
（
。
幕
惹
く
①
園
呈
一
算
）
を
充
足
す
べ
き
「
実
在
的
可
能
性
し
（
§
げ
ζ
α
σ
・
萎
黄
謬
）
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

（
9
）

な
い
。
蓋
し
、
伝
統
的
概
念
に
の
み
従
う
な
ら
ば
、
吾
々
は
「
四
角
な
円
」
と
か
「
二
直
線
で
囲
ま
れ
た
図
形
」
に
つ
い
て
も
単
な
る
概

念
的
思
惟
に
撃
て
は
そ
れ
が
「
可
能
的
」
な
り
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
り
と
て
か
か
る
対
象
は
吾
々
に
と
っ
て
明
ら
か
に

門
不
可
能
的
対
象
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
「
不
可
能
性
は
、
概
念
そ
の
も
の
に
は
基
づ
か
ず
、
空
間
に
於
け
る
図
形
の
構
成
に
獺
ち

空
間
の
制
約
と
空
聞
の
限
定
の
制
約
に
基
づ
く
。
そ
の
制
約
は
再
び
客
体
的
実
在
性
を
有
す
る
。
即
ち
可
能
的
物
に
関
わ
る
。
な
ぜ
な
ら



　
　
そ
れ
ら
は
経
験
一
般
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
形
式
を
自
己
の
内
に
含
む
か
ら
」
（
》
鱒
込
Q
一
曽
　
b
ご
』
」
①
G
◎
）
。
即
ち
可
能
的
な
る
も
の
と
は
、
概
念
に
於

　
　
て
の
み
現
実
的
な
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
自
己
矛
盾
を
排
除
す
る
も
の
で
も
な
く
、
直
観
と
思
惟
と
の
結
舎
可
能
性
と
し
て
の
「
綜
合

　
　
的
関
係
規
定
」
で
あ
る
。
あ
く
迄
「
概
念
と
客
体
と
の
一
致
」
（
》
①
心
ト
り
》
ご
d
①
刈
O
）
或
い
は
「
認
識
と
そ
の
対
象
と
の
一
致
」
（
》
α
。
。
・
b
d
・
。
・
。
h
・
・

　
　
〉
這
ピ
o
d
8
①
）
と
し
て
の
「
超
越
論
的
真
理
」
（
O
δ
富
霧
N
Φ
言
魯
痘
一
Φ
叢
薄
μ
。
F
諺
器
監
・
じ
d
鱒
＄
）
を
充
足
す
る
べ
き
「
実
在
的
可
能

　
　
性
し
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
個
別
的
な
多
様
的
・
特
殊
的
諸
「
経
験
か
ら
は
成
程
独
立
で
あ
る
が
し
、
併
し
乍
ら
、
経
験
を
経
験
と
し

　
　
で
は
じ
め
て
可
能
化
、
現
実
化
す
る
諸
条
件
を
充
足
す
る
が
故
に
「
経
験
一
般
の
形
式
及
び
そ
こ
に
著
て
対
象
が
は
じ
め
て
経
験
的
に
認

　
　
識
さ
れ
得
る
綜
合
的
統
一
へ
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
か
ら
は
独
立
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
因
み
に
カ
ン
ト
は
、
「
対
象
に
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
対
象
－
…
i
そ
れ
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
可
能
で
あ
る
限
り
に
於
て
！
に
つ
い
て
の
吾
々
の
認
識
の
仕
方
（
豊
＾
2
艮
旺
。
・
葺
）
と
一
般
に
関
わ

　
　
る
全
て
の
認
識
を
超
越
論
的
」
と
呼
ぶ
（
切
卜
。
q
）
。
「
超
越
論
的
」
と
い
う
語
は
、
物
へ
対
す
る
の
で
は
な
く
、
「
認
識
能
力
に
対
す
る
吾
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
の
認
識
の
関
係
」
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
経
験
先
行
的
な
ア
・
プ
リ
オ
ジ
な
形
式
を
通
じ
て
始
め
て
、
経
験
す
る
と
い
う
こ
と

　
　
が
可
能
と
な
る
、
写
し
そ
の
形
式
は
い
わ
ば
内
容
的
に
は
零
か
ら
量
を
計
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ア
・
プ
リ
ガ
リ
な
形
式
が
働
き
、
そ

　
　
れ
の
有
効
性
の
場
は
内
容
と
し
て
の
経
験
的
質
量
以
外
に
は
存
し
な
い
。
従
っ
て
超
越
論
的
と
は
、
内
在
的
超
越
的
、
超
越
的
内
在
的
な

　
　
梢
互
栢
関
性
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
物
の
「
可
能
性
」
と
い
う
こ
と
も
、
単
な
る
存
在
（
有
）
的
な
可
能
性
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

　
　
超
越
論
的
見
地
か
ら
の
存
在
自
覚
（
有
論
）
的
可
能
性
と
い
う
性
質
を
帯
び
て
く
る
Q

　
　
　
　
周
　
物
の
現
実
性
の
要
請

　
　
　
「
経
験
の
質
量
的
制
約
（
感
覚
）
と
連
関
す
る
（
讐
鈴
蒙
濤
夢
ぎ
σ
q
β
虫
け
～
）
と
こ
ろ
の
も
の
は
現
実
的
に
有
る
（
馨
継
親
ぽ
ε
砿
（
じ
づ
ト
。
①
①
）
。

　
　
　
若
し
果
し
て
現
実
性
と
は
思
惟
可
能
性
の
意
味
と
し
て
の
可
能
性
を
充
足
す
る
こ
と
（
。
×
翼
Φ
艮
獲
駐
§
考
一
盛
Φ
馨
茸
二
歪
ω
卿
ぴ
ロ
一
け
舞
冨
）
に

　
　
他
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
未
だ
現
実
性
を
構
成
し
得
ぬ
も
の
と
な
っ
て
自
己
矛
盾
に
陥
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ぽ
純
粋
悟
性
的
観
点
の

　
　
み
に
立
て
ば
、
可
能
的
な
る
も
の
に
附
加
さ
れ
得
る
も
の
は
「
不
可
能
な
も
の
」
で
あ
っ
て
、
現
実
的
な
る
も
の
は
単
に
純
粋
悟
性
に
留

579　
　
　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
様
網
脚
の
閣
一
題
　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
八

ま
っ
て
い
る
限
り
は
見
出
さ
れ
ぬ
。
即
ち
あ
く
ま
で
「
物
の
現
実
姓
を
謝
識
せ
ん
と
す
る
要
請
は
知
覚
（
薯
診
導
①
ぎ
メ
5
σ
q
）
即
ち
ひ
と
が

臼
［
ら
意
識
し
て
い
る
感
覚
（
σ
Φ
墓
ゆ
δ
獅
続
騰
注
§
晦
）
を
要
求
す
る
」
（
こ
d
ゆ
鳶
）
。
知
覚
さ
れ
る
も
の
及
び
そ
れ
か
ら
推
論
さ
れ
る
も
の
の
み

が
現
実
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
知
覚
は
概
念
に
素
材
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
現
実
性
の
唯
一
の
性
格
で
あ
る
し
（
ゆ
b
こ
認
）
Q
例
え
ば

石
炭
や
化
石
の
知
覚
か
ら
今
は
な
き
太
古
の
植
物
の
現
実
性
を
知
り
、
或
い
は
鉄
粉
の
吸
引
現
象
か
ら
金
物
体
を
貫
ぬ
ぐ
磁
気
物
質
の
現

存
在
（
O
器
Φ
融
）
を
、
そ
の
も
の
の
知
覚
に
先
行
し
て
比
較
的
先
行
的
に
調
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
の
如
く
し
て
、
知
覚
は
「
現
存

在
に
於
け
る
関
係
」
と
し
て
の
認
識
内
容
を
規
定
す
る
も
の
（
経
験
の
ア
ナ
ロ
ギ
ー
）
で
は
な
く
、
「
現
存
在
と
し
て
の
関
係
」
を
規
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

る
、
認
識
の
価
健
と
し
て
の
現
実
的
な
る
も
の
を
与
え
る
。
故
に
こ
の
要
請
は
、
眼
前
的
事
実
、
毒
魚
存
在
の
絶
対
的
不
可
疑
性
、
揃
し

て
こ
れ
を
認
識
限
定
す
る
人
膚
意
識
の
現
突
性
、
知
覚
の
確
実
性
へ
の
信
頼
を
露
呈
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
因
み
に
バ
！
ク
リ
（
じ
」
繕
物
の
一
①
く
）
的
唯
心
論
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
経
験
的
実
在
論
に
し
て
超
越
論
的
観
念
論
で
あ
る
こ
と
の
懲
己

富
三
喬
と
し
て
、
篤
二
版
に
於
て
附
加
さ
れ
た
「
観
念
論
論
駁
」
（
じ
d
　
陣
“
腿
～
ひ
り
刈
㊤
）
を
こ
の
現
実
性
の
要
請
の
項
に
附
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
吾
々
の
統
覚
的
慮
我
の
内
に
全
て
の
表
象
は
存
立
す
る
け
れ
ど
も
（
超
越
論
的
観
念
論
）
、
表
象
の
対
象
は
吾
々
の
外
に
あ
り
、
吾

吾
の
身
体
的
自
己
も
こ
れ
ら
と
同
列
に
並
ぶ
（
経
験
的
実
在
論
）
こ
と
を
示
し
、
思
惟
と
存
在
の
相
即
性
を
示
し
て
い
る
。
蓋
し
「
私
の

現
存
在
の
、
磁
な
る
、
併
し
経
験
的
に
限
定
さ
れ
た
意
識
は
、
私
の
外
な
る
空
閥
に
お
け
る
対
象
の
現
存
在
を
証
明
す
る
」
（
ゆ
鱒
誤
）
が

故
に
。
然
る
に
自
然
の
急
な
る
対
象
に
関
し
て
な
ら
、
人
闘
的
主
体
は
そ
れ
ら
を
賜
金
に
他
者
存
在
と
し
て
対
自
的
に
考
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
有
に
つ
い
て
可
能
的
、
現
実
的
、
必
然
的
の
諸
段
階
を
踏
む
こ
と
が
で
き
る
。
併
し
乍
ら
、
か
か
る
対
象
的
思
考
は
、

思
考
す
る
主
体
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
要
す
る
に
統
覚
我
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
主
体
と
客
体
が
ど
こ
ま
で
も
即
自
的
に
連
続
し
て

お
り
、
対
象
化
で
き
な
い
と
い
う
限
界
を
も
つ
。
も
し
対
象
化
す
る
と
し
た
ら
、
も
は
や
そ
れ
は
本
当
の
自
己
で
は
な
く
他
者
に
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
に
カ
ン
ト
が
自
我
の
存
在
に
関
し
て
は
た
だ
現
実
性
の
要
請
と
同
様
な
手
続
き
に
よ
っ
て
し
か
、
「
演
繹
」
や
「
パ
ラ
p
ギ
ス

ム
ス
」
の
箇
所
に
於
て
究
明
し
て
い
な
い
理
崩
が
あ
る
と
思
え
る
（
六
参
照
）
Q
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と
も
あ
れ
、
先
の
可
能
性
の
要
請
に
留
ま
る
時
に
は
、
ま
だ
形
式
だ
け
の
問
題
で
あ
り
、
未
だ
具
体
約
人
間
が
関
わ
る
こ
と
一
歩
隔
て

た
感
あ
り
し
も
、
漸
く
こ
の
現
実
性
の
要
請
に
至
っ
て
は
じ
め
て
結
審
が
登
場
し
、
人
間
的
主
体
と
の
具
象
的
連
関
に
入
り
、
対
象
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

存
性
と
の
事
実
的
関
係
に
入
る
に
至
っ
た
。
そ
の
間
一
体
全
体
何
が
ど
う
変
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
田
く
「
物
の
現
実
性
に
よ
っ
て
、
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
勿
論
可
能
性
以
上
の
も
の
を
、
そ
の
物
の
内
に
は
定
立
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
物
は
、
そ
の
完
全
な
可
能
性
の
内
に
含
ま
れ
て
い

た
以
上
の
も
の
を
、
決
し
て
現
実
姓
の
内
に
含
む
こ
と
は
で
き
ぬ
が
故
に
。
そ
う
で
は
な
く
、
可
能
性
と
は
、
単
に
悟
性
（
そ
の
経
験
的

使
用
）
へ
の
関
係
に
お
け
る
物
の
定
立
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
現
実
性
は
岡
蒔
に
物
と
知
覚
と
の
結
合
で
あ
る
」
（
ゆ
ト
o
o
o
曵
》
⇒
ヨ
亀
）
。

　
　
、
q
　
物
の
必
然
性
の
要
請

　
「
そ
の
も
の
と
、
現
実
的
な
る
も
の
と
の
連
関
が
経
験
の
普
遍
的
制
約
に
従
っ
て
限
定
さ
れ
た
も
の
は
必
然
的
に
有
る
（
存
在
す
る
）

（
韓
（
賃
同
頓
濠
δ
き
僧
壽
海
島
σ
q
）
」
（
じ
d
駅
①
）
。

　
こ
の
必
然
性
の
要
請
は
、
認
識
、
所
謂
経
験
に
於
て
最
も
爾
値
あ
る
位
鐙
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
。
単
に
形
式
と
舎
致
し
て
い
る
だ
け
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

或
い
は
単
に
質
量
と
連
関
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
吾
々
に
と
っ
て
真
に
確
実
な
認
識
と
は
称
し
難
い
Q
爾
者
が
共
鳴
、
共
参
、
協
賛
し
て

は
じ
め
て
経
験
が
経
験
と
し
て
そ
の
全
貌
を
表
現
し
て
来
る
。
概
念
的
直
観
的
形
式
下
で
の
可
能
性
が
、
事
実
的
実
証
的
素
材
に
鵡
会
っ

て
現
実
的
確
実
牲
の
下
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
実
験
的
確
証
を
経
て
最
後
に
は
合
理
化
、
法
劉
化
、
客
観
化
、
永
遠
化
さ
れ
る
。

内
在
的
超
越
的
続
騰
性
の
内
で
成
立
す
る
べ
き
超
越
論
的
真
理
の
普
遍
妥
当
性
は
こ
の
必
然
性
の
要
講
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

恰
か
も
演
繹
論
第
一
版
に
於
け
る
三
重
の
綜
合
（
直
観
に
於
け
る
覚
知
の
綜
合
、
構
想
に
於
け
る
再
生
の
綜
合
、
概
念
に
於
け
る
再
認
の

綜
合
）
に
応
ず
る
が
如
く
、
三
忍
泣
は
互
に
他
を
予
想
し
、
他
と
連
関
し
つ
つ
、
最
後
の
も
の
が
頂
点
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
必

然
性
の
要
請
は
前
二
者
の
綜
合
的
統
一
を
前
提
し
て
い
る
。
可
能
姓
だ
け
で
は
い
わ
ぽ
推
定
の
根
拠
で
あ
っ
て
も
、
事
実
的
内
容
を
構
成

せ
ず
、
臆
説
に
す
ぎ
ぬ
。
亦
現
実
性
だ
け
で
は
、
実
験
の
素
材
と
は
成
り
得
て
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
理
由
を
欠
く
。
従
っ
て
こ
こ
で
の

必
然
性
と
は
伝
統
的
概
念
に
於
け
る
「
有
り
得
ぬ
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
」
（
芝
葺
魯
げ
；
凶
。
霧
。
。
Φ
団
三
＾
き
p
）
と
し
て
の
「
有
ら
ぬ
こ
と
と
し

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
垂
目
の
問
題
　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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困
○

て
は
考
え
ら
れ
ぬ
も
の
」
（
一
）
飴
。
つ
　
簿
一
隣
　
漏
捧
ω
⑦
｛
①
】
P
氏
　
¢
⇒
（
一
①
霞
π
ぴ
缶
肘
ゆ
）
と
い
う
意
味
で
の
必
然
性
で
は
な
い
。
か
く
の
如
き
思
惟
可
能
性
の
線
上
に

留
ま
る
限
り
、
そ
の
対
象
は
必
ず
し
も
存
在
す
る
（
Φ
×
一
〇
噂
一
一
①
H
O
コ
）
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
必
然
性
の
要
請
は
「
現
存
在
に
於
け
る

質
料
的
必
然
性
（
暮
§
互
①
Z
。
葺
⑦
滋
蒔
労
①
菖
に
関
わ
る
の
で
あ
っ
て
概
念
の
連
関
に
於
け
る
単
な
る
形
式
的
且
つ
論
理
的
必
然
性
に
は
関

わ
ら
な
い
」
（
し
ご
ト
。
お
）
而
し
て
現
存
在
と
は
「
感
官
の
対
象
の
現
存
在
（
穿
翼
窪
N
瓢
2
0
Φ
σ
q
窪
。
。
感
5
号
儀
膨
隆
導
の
）
」
（
ゆ
b
。
お
）
で
あ
る
故
に

現
存
在
と
知
覚
と
の
連
結
に
よ
る
経
験
の
類
推
に
従
っ
て
相
対
的
（
邑
画
く
）
比
較
的
（
岸
§
§
響
）
仮
説
的
（
等
零
鍋
①
鉱
。
・
。
げ
）
に
先
行
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

認
識
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
完
全
に
ア
・
プ
リ
オ
ジ
に
認
識
で
き
ぬ
。
従
っ
て
「
物
（
実
体
）
の
現
存
在
で
は
な
く
て
、
そ
の
も
の
の
状
態

の
現
存
在
」
（
し
d
卜
。
お
）
の
必
然
性
を
知
覚
相
互
の
連
関
に
基
づ
く
「
経
験
の
一
般
的
法
則
」
（
跳
α
q
㊦
ヨ
①
『
Φ
O
①
・
。
①
墓
焦
Φ
「
野
貯
弱
毒
秘
し
d
卜
⊃
き
）
、

「
因
果
の
経
験
的
法
則
（
①
コ
も
窪
ω
畠
・
Ω
。
ω
㊦
幕
舟
巴
瓦
亀
嵩
韓
指
輪
・
c
。
O
）
」
に
従
っ
て
認
識
す
る
。
か
か
る
必
然
性
は
あ
く
迄
そ
れ
灘
体
に
於

て
必
然
的
で
あ
る
如
き
「
無
制
約
的
（
§
甕
ぎ
σ
q
酢
）
」
な
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
く
迄
所
与
の
必
然
性
、
前
件
（
理
由
）
に
対
す
る
後
件
（
帰

結
）
の
そ
れ
と
し
て
の
時
言
限
定
的
必
然
性
と
し
て
の
「
制
約
さ
れ
た
」
必
然
性
で
あ
る
。
即
ち
「
自
然
に
於
け
る
如
何
な
る
必
然
性
も

盲
目
約
で
な
く
制
約
さ
れ
た
、
分
別
的
（
〈
①
簗
ぎ
象
鼻
）
必
然
性
で
あ
る
（
ぎ
ヨ
§
儒
。
口
呂
α
舞
豊
実
§
』
）
」
（
し
ご
・
。
。
。
O
）
と
い
う
「
様
相
の
原

則
」
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
所
与
経
験
が
「
学
問
」
的
前
轍
と
し
て
法
則
的
、
普
遍
妥
当
的
価
値
を
最
高
の
も
の
と
す
る
。

因
み
に
可
能
的
な
る
も
の
は
、
吾
々
の
表
象
が
直
観
の
公
理
に
の
み
留
ま
る
蒔
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
抽
象
的
普
遍
的
な

も
の
に
す
ぎ
ぬ
。
　
（
「
可
能
性
の
図
式
は
要
る
何
ら
か
の
時
聞
に
於
け
る
物
の
表
象
の
限
定
で
あ
る
」
じ
d
μ
・
。
禽
）
。
現
実
的
な
る
も
の
は
吾

々
の
表
象
能
力
が
知
覚
の
予
料
に
の
み
留
ま
る
時
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
懸
別
的
単
独
的
具
体
的
特
殊
的
で
あ
る
に
す
ぎ

ず
、
普
遍
性
を
欠
く
。
（
「
現
実
性
の
図
式
は
一
定
の
時
言
に
於
け
る
現
存
在
で
あ
る
」
ゆ
同
・
。
鼻
）
。
か
く
て
吾
々
の
表
象
能
力
は
経
験
の
類

推
に
関
わ
る
時
（
そ
の
う
ち
に
は
冬
鳥
原
則
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
）
、
必
然
的
な
る
も
の
、
即
ち
具
体
的
に
し
て
普
遍
的
な
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
を
与
え
る
。
（
「
必
然
性
の
図
式
は
全
て
の
時
間
に
於
け
る
対
象
の
現
存
在
で
あ
る
」
じ
d
回
。
。
A
）
。
そ
れ
ゆ
え
あ
く
迄
必
然
燦
は
可
能
性
と

現
実
性
の
網
目
を
通
過
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
「
現
実
的
な
る
も
の
と
は
ま
さ
に
そ
の
つ
ど
或
る
可
能
的
な
る
も
の
の
現
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（
1
3
）

実
的
な
る
も
の
で
あ
る
Q
そ
し
て
そ
れ
が
現
実
的
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
畢
奏
す
る
に
渋
る
必
然
的
な
る
も
の
に
帰
趨
す
る
」
。
こ
の

様
に
し
て
「
経
験
的
思
惟
一
般
の
諸
要
請
」
は
経
験
の
対
象
の
現
存
在
を
可
能
的
、
現
実
的
、
必
然
的
有
と
三
齢
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
を
「
解
明
・
説
明
」
し
た
。
総
括
す
る
な
ら
ば
次
の
如
く
な
る
。
例
え
ば
「
物
の
概
念
が
、
④
単
に
悟
性
に
於
て
経
験
の
形
式
的
制

約
と
結
合
し
て
い
る
場
合
に
は
（
汐
く
。
穿
昌
又
毒
σ
Q
ヨ
置
～
）
、
そ
の
対
象
は
可
能
約
と
言
わ
れ
る
、
㈲
知
覚
（
感
官
の
質
料
と
し
て
の
感

覚
）
と
連
関
し
て
い
て
（
ぎ
N
霧
§
毒
心
プ
寒
α
Q
巳
江
ゆ
戦
芝
⇔
ご
器
ぎ
三
型
～
）
且
つ
そ
れ
を
通
し
て
悟
性
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
な
ら
ば
客
体
は

現
実
的
で
あ
る
、
㈹
概
念
に
従
う
知
覚
の
連
関
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
対
象
は
必
然
的
と
調
わ
れ
る
し
（
b
ご
ト
。
G
。
①
h
）
。
果
し

て
こ
の
事
態
は
如
何
な
る
実
相
を
開
示
し
て
い
る
の
か
。
湿
れ
郡
ち
、
入
閥
主
体
の
1
外
的
対
象
と
関
わ
り
乍
ら
、
対
象
の
側
に
徹
す

る
（
超
越
論
的
隠
象
の
如
く
）
の
で
は
な
く
、
亦
、
超
越
論
的
統
覚
の
如
く
如
何
に
意
識
が
生
ず
る
か
の
根
源
を
示
す
の
で
も
な
く
、
か

く
超
越
論
的
統
覚
を
頂
点
と
す
る
！
対
象
に
関
し
て
獲
得
さ
れ
た
意
識
の
実
質
的
有
効
度
を
吟
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

内
官
の
綜
括
、
構
想
力
の
綜
合
、
統
覚
の
綜
会
的
統
一
は
一
つ
の
認
識
内
容
を
統
括
す
る
意
識
を
生
ぜ
し
め
る
一
課
程
内
の
構
造
区
別
で

あ
っ
て
、
従
っ
て
三
者
単
独
で
は
そ
も
そ
も
綜
合
が
不
可
能
で
あ
っ
て
如
何
な
る
意
識
も
生
ぜ
し
め
ず
無
意
味
で
あ
る
。
か
か
る
三
者
の

鼎
関
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
じ
た
一
つ
の
対
対
象
的
意
識
即
ち
認
識
の
内
容
（
量
、
質
、
関
係
）
或
い
は
認
識
の
価
値
（
様
相
）
が
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

さ
れ
、
原
刻
が
生
ず
る
Q
「
要
す
る
に
原
則
は
意
識
の
種
類
を
表
わ
し
て
い
る
」
。

（
1
）
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
判
断
、
範
瞬
、
図
式
、
原
剛
の
諸
表
を
掲
げ
て
思
索
の
参
考
に
附
す
。

円隊

¢
旨
Φ
臨

ρ
量
昌
簿
馨

　
・
〉
蔚
①
ヨ
①
汐

　
．
穿
。
陰
O
自
餌
2

　
・
国
ぎ
N
①
ぎ

囚
鎮
£
○
臨
①

・
膨
ぎ
7
Φ
需

・
＜
一
①
一
げ
億
〔

　
・
〉
厳
ρ
Φ
需

ω
島
お
鶯
飴

黒
琶
※
選

N
魚
貫
Φ
一
甥
①

○
属
二
ゆ
価
鴇
欝

》
×
δ
ヨ
。
匹
2
＞
霧
島
實
§
σ
q

コ
い
〔
郵
轟
曄
＾
享
灘
節
感
母
び
」

カ
ン
ト
に
於
け
る
樺
…
梢
の
闇
…
顯
脂
　
e

四
一
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哲
学
研
究
　
第
五
百
二
十
九
号

四
二

属
v－Le
t　tN

〔ト一濫笛軸滋燃

ρ
瓢
含
。
一
留
緊

　
・
回
W
o
篭
話
b
〔
固

　
’
く
O
憎
昌
鉱
ご
O
諄
山

　
・
¢
嵩
の
鐸
＆
腎
｝
｝

膨
㊦
劉
二
〇
ゆ

　
・
凶
象
罐
臼
冨
。
げ

　
・
寓
罵
讐
島
お
け
富
9

　
・
∪
互
儀
埠
ぽ
訟
く

謹
跳
〔
鰹

　
●
℃
δ
σ
8
ヨ
簿
冨
O
ず

　
・
譲
篭
ゑ
ぴ
の
瓜
蓉
7

　
・
〉
監
蔚
銘
的
。
認

　
●
ズ
勲
忌
銭
〔

　
・
2
①
α
q
帥
島
o
p

　
亀
暦
貯
d
剛
欝
凱
O
嵩

一t
等
蓋
5
競

N
O
課
卿
巳
毎
岸

…｛　
・
竃
α
σ
q
罵
。
『
訂
詳

　
・
O
器
①
汐

　
・
宏
。
醗
窯
g
象
σ
Q
す
騨

芸
無
禦
嗣

N
r
。
津
。
筏
旨
環
訂
σ
q

　
霜
激
麗
謬
滋

N
鉱
証
瓢
汀
σ
q
鼓
｛

（
魁
び
淵
胴
慾
）

（
i
譲
O
蕪
褒
）

（
降
器
惑
）

〉
導
…
斗
這
ご
回
導
き
N
芝
診
ヨ
。
｝
彰
三
嵩
⑳

「
勝
σ
§
び
譲
弾
二
幅
ぺ
張
誌
㊦
凌
，
．
嬢
，
O
勝
び
6
δ
矯

財
書
契
が
、
か
㊦
興
乱
曲
陣
聖
ぴ
聾
茎
崎
。
」

》
ま
δ
◎
q
監
禁
島
2
国
篤
捗
讐
出
σ
q

「
雪
瞬
G
タ
魏
雲
三
川
δ
澱
齢
揖
蝕
。
パ
砕
貯
G
さ
＾
謙

輝
葺
替
灘
魯
6
断
び
」

タ繭遷冒
　　　ゆ藝馨瓢
　　　弩
麟終篇i郵
　　　①
　　　番

　　　§
　　　嘆・

　　　薄
　　　謬

　　　穿
　　　葬
　　　霧

　　　償＝
　　　罫
　　　冨
　　　薯
　　　一

（
2
）
＜
σ
q
囲
．
b
§
謹
書
勧
ミ
黛
・
ミ
、
貯
軽
く
里
諺
飴
匿
σ
q
｝
蔑
軌
、
，
ミ
い
§
、
【
§
・
㌧
ミ
§
黛
四
曹
訣
§
b
む
鴨
臆
、
§
く
露
宣
養
弓
道
譲
。
欺
ヨ
Φ
翼
の
び
㌧
ミ
§
‘

　
感
ミ
隔
象
象
一
蟹
q
蔦
ミ
、
幽
き
く
§
O
D
o
ぎ
急
無
（
年
α
濤
7
＜
＆
飴
σ
q
）
》
、
ミ
ぴ
勉
。
㌧
ミ
軌
簿
覇
一
く
穿
・
鷺
、
，
ミ
罫
ぎ
疹
し
ご
三
σ
Q
α
q
2
（
口
①
a
①
貫
く
①
券
σ
q
）
鐸
。
。
．
芝
「

（
3
）
　
永
平
道
　
7
5
、
正
法
眼
蔵
「
諸
悪
莫
作
」
。
尚
、
更
に
、
こ
こ
で
「
様
相
」
の
問
題
の
如
実
性
を
示
す
為
に
爆
近
な
実
例
を
壷
の
げ
る
。
例
え
ば
、
坐

　
　
禅
を
有
的
に
有
る
も
の
に
即
し
て
、
そ
の
何
、
即
ち
坐
禅
の
実
在
的
規
定
性
を
定
義
す
る
と
、
「
手
を
組
み
、
足
を
交
叉
し
、
半
跡
或
い
は
結
川
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
坐
す
る
こ
と
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
が
、
そ
の
場
合
「
竜
の
水
を
得
る
が
如
く
、
虎
の
山
に
暴
る
が
如
く
」
威
風
堂
々
、
あ
た
り
を
払
う
が

　
　
如
く
、
又
「
八
風
吹
け
ど
も
動
ぜ
ざ
る
」
が
如
く
坐
れ
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
竜
得
水
、
虎
塞
山
」
は
、
坐
禅
の
対
象
的
な
規
定
内
容
と
し
て
は

　
　
工
事
的
に
は
全
然
無
関
係
で
あ
る
が
、
そ
の
様
胴
に
於
て
、
有
論
意
自
覚
的
に
、
坐
禅
の
翼
実
根
を
如
実
に
了
得
せ
し
め
る
表
現
で
あ
る
。
更
に

　
　
附
書
す
れ
ば
、
仏
教
に
於
て
は
「
真
如
実
糊
」
と
雷
わ
れ
る
如
く
、
最
究
極
点
は
「
真
理
」
で
は
な
く
「
真
如
」
で
あ
り
、
繭
も
そ
れ
は
平
常
’
5

　
　
仁
道
に
於
て
、
如
法
如
是
如
如
に
出
現
し
て
い
る
「
諸
法
実
相
」
の
異
名
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
概
念
と
鮒
象
」
の
「
一
致
」
と
し
て
の

　
　
「
真
理
」
で
は
な
く
、
暴
露
の
不
二
一
休
二
如
で
あ
る
こ
と
を
道
得
せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
「
理
事
無
藤
法
界
」
は
更
に
「
慕
事
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ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
上
磯
法
界
」
に
饗
打
ち
さ
れ
て
お
り
（
華
厳
経
）
、
従
っ
て
「
水
清
徹
レ
地
蜂
、
山
行
似
レ
魚
Q
窒
閥
透
レ
天
蓼
、
鳥
飛
雲
7
鳥
」
（
正
法
眼
蔵
「
坐
禅

　
　
箴
し
）
。
こ
の
「
如
」
の
論
理
が
「
様
相
」
論
理
の
徹
底
し
た
姿
で
あ
り
、
対
象
論
理
と
は
趣
を
異
に
す
る
（
六
参
照
）
。

（
4
）
　
碧
…
昌
以
外
の
コ
ブ
ラ
の
具
体
的
用
法
は
次
の
如
く
で
あ
る
○
笥
触
ミ
隻
ミ
α
喚
霧
＝
衆
r
濁
桟
ぺ
ρ
・
、
、
、
へ
～
臨
¢
写
自
堅
め
○
…
o
頃
。
｛
｛
三
二
鵬
埼
、
ミ
ミ
ヨ
騨
〔
9
凶
醇

　
　
（
腎
）
ヘ
ミ
～
鳶
三
｝
多
〕
ぐ
㊦
二
〇
琵
y
匡
g
O
o
｛
二
藍
⑦
気
強
～
鳶
（
凶
Φ
日
¢
昌
σ
q
藁
。
蒸
〇
一
器
露
の
ぢ
①
ぎ
養
。
≦
…
薫
費
一
翼
。
ぞ
．

（
5
）
高
橋
里
美
「
体
験
と
存
在
」
第
二
四
二
頁
、
岩
波
書
黙
飛
。

（
6
）
　
ζ
．
誕
①
凱
縷
σ
Q
o
さ
き
ミ
偽
R
．
ξ
鶏
魁
簿
、
気
§
F
ぐ
～
タ
○
今
●
ω
い
（
く
搾
δ
鼠
。
囚
　
○
湾
r
む
山
霊
§
詳
く
①
門
鰐
澱
）

（
7
）
ヌ
顛
幕
穿
・
σ
・
2
導
恥
箏
・
犠
篶
蓉
罫
叙
§
望
轟
ω
・
ω
轡
（
叢
舞
Z
冨
馨
逐
く
①
吋
語
）

（
8
）
寓
．
躍
①
穿
σ
Q
σ
q
鐸
き
ミ
国
§
蹴
栽
翁
寧
6
ミ
§
魯
、
慈
、
§
か
覚
寒
”
ψ
①
。
。
～
。
。
9
0
器
黛
け
8
ω
藍
ご
一
ご
＾
犀
9
§
山
台
§
ひ
O
問
①
ぼ
重
器
護
α
σ
Q
膏
7

　
　
瀞
常
鉱
2
く
冷
沼
跡
毘
艶
或
〔
山
窪
。
纂
。
ぴ
σ
Q
冨
多
窪
ω
密
躊
け
幽
話
甑
。
。
・
（
≦
掌
。
ユ
○
霊
。
ω
冨
門
ヨ
§
ゆ
く
豊
£
）

（
9
）
可
能
性
（
鍵
α
σ
q
萱
孫
①
δ
と
実
在
性
（
労
豊
鎧
”
）

　
　
　
広
義
に
於
け
る
可
能
性
と
し
て
は
概
念
が
霧
雪
矛
盾
し
な
い
こ
と
と
し
て
の
ω
論
理
的
可
能
性
。
更
に
所
謂
理
論
的
認
識
に
於
て
概
念
が
そ
の

　
　
澱
象
を
経
験
に
於
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
客
体
　
的
実
在
性
を
も
っ
て
い
る
二
と
と
耀
一
関
し
て
い
る
粉
「
実
在
的
可
能
性
」
が
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
る
。
（
〈
α
・
ピ
じ
こ
お
9
じ
ご
ω
8
憾
〉
嘗
一
・
》
じ
d
①
卜
。
心
〉
§
‘
掌
ミ
，
ミ
惨
き
誉
§
・
ミ
笥
寒
・
さ
馬
漕
㌧
ξ
寒
ミ
帖
奪
§
葺
§
瞬
き
～
摯
。
。
藁
竃
）
。
こ
こ

　
　
で
後
者
は
、
そ
の
形
式
性
、
普
遍
性
、
先
天
性
の
故
に
、
尚
未
だ
、
具
体
的
な
「
特
殊
的
紺
象
の
完
全
な
可
能
性
」
を
暗
示
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

　
　
そ
の
為
に
は
、
カ
ン
ト
も
、
結
局
「
実
在
的
可
能
性
」
の
問
題
を
「
現
実
性
」
へ
の
指
示
を
以
て
答
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（
○
が
誉
ぴ
O
D
o
甥
口
Φ
？

　
　
ぴ
Φ
お
9
慾
ミ
砺
き
養
蚕
、
㌧
§
駄
ミ
，
§
へ
噛
ミ
簿
讐
§
り
ω
．
猿
～
卜
⊃
ヅ
く
豊
⇔
σ
q
譲
桟
労
①
o
｝
麟
F
O
Φ
。
。
①
肝
魯
臥
酔
諺
ρ
野
。
。
o
ヅ
）

　
　
　
更
に
、
理
論
約
理
性
の
地
平
に
於
て
は
、
客
観
的
実
在
性
を
有
す
る
の
か
否
か
が
未
決
定
酌
で
あ
り
、
従
っ
て
物
の
可
能
性
の
要
請
が
可
能
的

　
　
経
験
を
奮
う
可
ら
ず
と
し
て
、
そ
れ
へ
の
越
権
的
主
張
を
さ
し
難
え
さ
せ
ら
れ
た
神
、
不
死
、
懲
由
（
懲
由
だ
け
は
一
種
の
論
理
的
可
能
性
を
有
す

　
　
る
も
の
と
し
て
、
因
果
律
の
変
型
と
し
て
勉
め
て
消
極
的
で
あ
る
が
分
析
的
に
求
め
ら
れ
る
。
＜
○
「
拷
山
つ
じ
d
×
×
＜
昌
同
～
×
×
國
×
闇
じ
ご
α
c
o
α
い
勾
、
，
ミ
寿

　
　
気
ミ
，
篭
，
簿
置
き
§
一
驚
，
、
～
ミ
ミ
”
ω
．
q
S
）
の
三
概
念
は
、
道
徳
法
期
を
意
識
す
る
主
体
の
実
践
的
懲
覚
に
於
て
客
観
的
実
在
性
を
獲
得
す
る
こ
と

　
　
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
か
か
る
意
味
に
於
て
ひ
と
り
「
可
能
性
」
の
範
購
の
み
な
ら
ず
、
全
範
瞬
憶
理
論
的
認
識
と
い
う
経
験
約
連
関
に
の
み
欄
限
さ
れ
た
諸
原
剛
と

カ
ン
ト
に
於
け
る
様
網
の
問
題
　
e

四
三
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四
四

　
　
は
異
な
っ
て
「
よ
り
一
般
的
な
意
義
」
を
有
し
て
い
る
。
（
＜
σ
q
ピ
国
①
ぎ
湊
8
9
曜
勲
黛
ミ
免
謡
酸
ミ
・
㌧
、
～
窺
。
旨
、
ミ
Q
N
ミ
ミ
轟
㌔
ミ
乳
さ
ミ
y
ω
．
悼
怒
σ
●
開
α
ぎ
①
『

　
　
¢
繊
く
角
。
。
発
向
。
。
＜
〇
二
節
σ
q
）
。
困
み
に
範
醗
は
「
有
る
が
ま
ま
に
於
け
る
物
一
般
（
蛍
H
周
σ
q
聖
祭
｝
餌
弓
［
）
に
つ
い
て
妥
当
す
る
」
（
切
μ
c
。
①
）
一
物
一

　
　
般
は
も
は
や
物
自
体
で
は
な
い
（
高
坂
正
顕
「
カ
ン
ト
解
釈
の
問
題
」
（
著
作
集
第
三
巻
第
六
～
～
六
七
頁
、
理
想
轍
刊
）
。
或
い
は
「
範
購
は
、

　
　
単
に
論
理
的
意
義
を
持
つ
べ
き
で
は
な
く
、
思
推
の
形
式
を
分
析
的
に
蓑
現
す
べ
き
で
も
な
く
て
、
諸
々
の
物
と
及
び
そ
の
可
能
性
、
現
実
性
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
い
は
必
然
性
に
関
わ
る
場
合
に
は
…
…
」
（
切
出
。
①
刈
）
と
語
ら
れ
る
。
即
ち
範
瞬
は
可
能
的
経
験
の
対
象
に
の
み
使
用
制
限
さ
れ
る
所
謂
理
論
的
世

　
　
界
の
為
だ
け
の
も
の
で
な
い
こ
と
、
第
二
批
判
以
下
の
趨
感
性
的
世
界
の
事
実
を
語
る
述
語
と
も
成
り
得
る
こ
と
を
示
す
。
即
ち
「
思
惟
に
於
け

　
　
る
範
購
は
蕎
々
の
感
性
的
直
観
の
制
約
に
よ
っ
て
は
制
限
さ
れ
な
い
無
限
的
な
領
域
を
持
っ
て
い
る
…
…
」
（
じ
ご
屋
①
〉
霞
ご
■
＜
σ
Q
げ
挙
蹄
隷
織
ミ
，

　
　
㌧
、
、
幕
職
魯
｝
§
藩
こ
～
ミ
ミ
w
ω
。
卜
⊃
㎝
鳥
轡
）
。
　
さ
す
れ
ぽ
、
「
よ
り
一
般
的
な
意
義
」
と
「
無
限
界
的
領
域
」
を
有
し
て
い
る
範
騰
は
、
或
る
一
つ
の
存

　
　
在
論
的
見
地
を
開
示
し
、
縫
う
そ
の
密
な
と
こ
ろ
が
ら
し
て
カ
ン
ト
の
全
哲
学
は
全
体
的
統
一
を
以
て
考
察
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
吾
々

　
　
は
要
請
一
般
の
オ
ン
ト
ロ
ギ
…
と
予
示
し
て
お
く
。

　
　
　
更
に
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
に
よ
る
と
可
能
性
と
い
う
テ
…
マ
は
認
識
能
力
そ
の
も
の
の
認
識
に
於
て
一
つ
の
偉
大
な
役
罰
を
演
ず
る
が
、
そ
の
認
識

　
　
論
的
所
在
に
つ
い
て
は
カ
ン
ト
は
反
省
し
な
か
っ
．
た
（
○
ワ
。
貯
”
ω
．
卜
σ
卜
σ
）
。
即
ち
カ
ン
ト
は
そ
れ
に
つ
い
て
た
だ
「
挿
話
的
」
（
①
営
邑
冨
。
ε
に
語

　
　
つ
た
に
過
ぎ
な
い
（
き
、
ミ
》
籍
・
箏
壁
寒
・
，
ミ
斜
鷺
①
〉
範
戸
）
o

（
1
0
）
　
き
，
o
隷
鷺
ミ
§
3
吻
お
”
》
昌
ヨ
．
日
”
ω
陰
膳
S

（
1
1
）
　
寓
2
語
き
⇔
O
o
7
Φ
P
漆
ミ
勧
R
、
ぎ
。
、
，
二
野
ミ
§
｝
、
§
斡
Q
o
●
蕊
ω
●
尚
、
こ
の
「
現
実
性
」
の
立
場
こ
そ
、
日
常
童
生
の
中
枢
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ

　
　
る
実
在
の
現
場
で
あ
り
、
「
学
問
性
偏
と
い
う
こ
と
を
離
れ
る
と
も
っ
と
も
重
要
な
様
籾
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
現
有
」
（
O
午
。
り
。
ぎ
）
と
し

　
　
て
の
人
間
存
在
の
規
定
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
有
り
と
し
有
ら
ゆ
る
も
の
は
、
そ
の
本
来
の
面
鼠
（
自
性
）
が
、
時
間
的
空
間
的
σ
p
と
し
て
の
、

　
　
「
即
今
」
、
「
即
処
」
に
現
成
公
案
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
有
る
も
の
の
有
り
方
、
生
き
て
い
る
も
の
の
生
命
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
＜
σ
Q
ピ
頴
①
践
Φ
σ
q
σ
q
g
b
に
㌻
，
霜
鷺
ミ
鼻
叙
§
N
b
㌧
、
蔭
ω
．
H
O
。
α
野

（
1
3
）
　
笛
①
建
①
α
q
σ
q
㊦
ひ
き
、
譜
S
、
罵
勉
偽
特
融
、
叙
＆
鋳
魯
び
ω
●
卜
⊃
ω
．

（
1
4
）
　
O
O
冨
P
昏
ミ
動
臼
、
罵
ミ
爵
辱
、
、
寧
§
専
§
瞬
O
o
◆
ω
り
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
奈
良
教
育
大
学
〔
倫
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学
〕
講
師
）


